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資料１－１ 国際シンポジウム等への参加実績 
名     称 参加構成・人数等 

経済学部国際シンポジウム「食糧危機と貧困解消」 
（詳細：資料 1-2のとおり） 

パネリスト５人，大学院生 15人，教職員 25人， 
市民など 

国際パートナーシッププログラム 
（工学系研究科，詳細：資料 1-3のとおり） 

20年度 7件，21年度 8件 
21 年度は本学から 22 人渡航，海外大学から 11
人来訪 

環黄海大学院学生集中講義 
（教育学研究科・農学研究科， 

詳細：資料 1-4のとおり） 

 
教育学研究科関係 教員 学生 計 

海外大学 4 9 13 
本  学 2 3 5 

計 6 12 18 
農学研究科関係 教員 学生 計 

海外大学 5 11 16 
国内大学 1 0 1 
本  学 8 22 30 

計 14 33 47 
  

海洋エネルギーに関する共同セミナー 
（海洋エネルギー研究センター） 

本学，韓国釜慶大学，韓国海洋大学，水産大学校 
４大学から 36人（本学 15人）の学生が参加 

（出典：事務局資料・平成 21年度末現在） 
 

【一部「著作権」】資料１－２ 経済学部国際シンポジウム「食糧危機と貧困解消」概要 

  
（左側出典：経済学部ウェブサイト，右側出典：平成 21年９月 27日付け佐賀新聞） 
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資料１－３ 平成 20～21年度 国際パートナーシッププログラムの概要 
◯ 工学系研究科全専攻による国際共同の教育研究事業として実施 
◯ 本プログラムには次の３条件を満たすプロジェクトを採択 
1. 東アジアの教育研究機関の教員と工学系研究科の教員による共同研究が進行中であること。 
2. 両機関の大学院生の専門教育ができること。 
3. 国際交流が具体的に進行していること。 

◯ 国際パートナーシップを通じて、博士前・後期課程の学生が英語の講義を受講し、英語で研究発

表を行うことにより、積極的に海外の学生と議論 
◯ 博士前期課程の学生には「特別講義」（２単位）として単位認定可 

年度 実施専攻 パートナー大学 実 施 場 所 
物理科学科 韓国 延世大学校 佐賀大学 

機能物質化学科 韓国 大邱大学校 佐賀大学 
機械システム工学科 韓国 Sogang University Sogang University，佐賀大学 
機械システム工学科 韓国 安東大学校 佐賀大学校 
電気電子工学科 中国 武漢大学 武漢大学 

都市工学科 タイ アジア工科大学 アジア工科大学 

20 

都市工学科 中国 浙江大学建築工程学院 佐賀大学 
数理科学科 中国 精華大学・武漢大学 佐賀大学 
物理科学科 韓国 延世大学校 延世大学校 

機能物質化学科 中国 遼寧大学 佐賀大学 
機械システム工学科 韓国 Sogang University Sogang University，佐賀大学 
機械システム工学科 韓国 安東大学校 安東大学校 
電気電子工学科 中国 武漢大学 武漢大学 

都市工学科 タイ アジア工科大学 アジア工科大学 

21 

都市工学科 中国 浙江大学建築工程学院 浙江大学建築工程学院 
（出典：事務局資料・平成 21年度末現在） 

 

資料１－４ 環黄海大学院学生集中講義の開催概要（平成 21年 8月開催） 

 
（出典：佐賀大学ウェブサイト・平成 21年９月） 
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資料１－５ 学部が実施している学生への経済的支援（平成 20～21年度） 
名     称 支援件数・金額 備     考 

文化教育学部国際交流援助金 ２件    110千円 平成 20年度創設 
医学部学術国際交流基金 ５件    760千円  

（出典：事務局資料・平成 21年度末現在） 
 
資料１－６ 佐賀大学校友会国際交流奨励金給付要項（抜粋） 
 

（平成２２年２月４日制定） 
 

１ 趣旨 
佐賀大学学生の国際的な学習・研究活動への参加による学習・研究能力向上と国際交流の深化を奨励するため、

佐賀大学校友会国際交流奨励金（以下「奨励金」という。）を給付する。 
 

２ 申請資格 
  本学の学部及び大学院の正規課程に在籍する学生（留学生を含む。以下「学生」という。）が国際的な学習・研

究活動（以下「活動」という。）を行うとき、他からの費用の給付を受けていない場合に申請できるものとする。 
 

３ 奨励金給付の対象となる学生の活動 
（１） 国際学会等での研究発表 
（２） 海外における調査研究 
（３） 本学が海外大学等と共同して行う国際間授業、研究会等 
（４） その他学長が認めた活動 

 
 ４ 給付する金額 

予算範囲内で、旅費、滞在費、学会参加登録料、その他必要と認められる費用の一部として別表により支給す

る。 
   ただし、別表に定める給付限度額を下回った場合は、その金額とする。 
 
別表  佐賀大学校友会国際交流奨励金の活動地域別給付限度額 
地域区分 活動地域 適用国又は地域 給付限度額 

アジア 中国、台湾、大韓民国、タイ、ベトナム 
A地域 

アメリカ合衆国 グアム、ハワイ、サイパン 
10万円 

アジア A地域以外のアジア 
B地域 北米 

欧州 
アメリカ合衆国（A地域以外）、カナダ 
ロシアを含む 

15万円 

C地域 

中東 
アフリカ 
太平洋州 
中南米 

A、B地域以外の地域 20万円 

（出典：留学生センターウェブサイト・平成 22年２月） 
 

資料１－７ 大学院生の学会参加（発表）のための海外渡航費用等の支援実績 
（平成 21年度 法人資金による分） 

学生の所属研究科 
（修士・博士前期） 

件 数 金 額(千円) 
学生の所属研究科 
（博士・博士後期） 

件 数 金 額(千円) 

教育学研究科 1  101  医学系研究科 8  1,969  
経済学研究科 1  69  工学系研究科 18  2,843  
医学系研究科 2  60  
工学系研究科 33  2,904  

   

農学研究科 8  1,434  研究科合計 71  9,380  
（出典：事務局 旅費システムデータベース・平成 21年度末現在） 
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資料２－１ 試験問題の模範解答例や配点等の開示状況 学生アンケート結果 

  
知っている/ 
開示を受けた 

知っている/ 
開示を受けていない 

知らなかった/ 
開示を受けた 

知らなかった/ 
開示を受けていない 

合  計 

文化教育学部 112人 92人 10人 77人 291人 

経済学部 164人 125人 13人 118人 420人 

医学部 418人 120人 38人 122人 698人 

理工学部 362人 109人 31人 112人 614人 

農学部 89人 44人 9人 46人 188人 

各研究科 計 24人 21人 2人 40人 87人 

未記入 66人 38人 11人 32人 147人 

1,235人 549人 114人 547人 2,445人 
合  計 

51％ 22％ 5％ 22％ 100％ 
実施日：平成 21年９月 24日～10月１日           （出典：平成 21年 12月 25日大学教育委員会資料） 
 

資料３－１ 平成 20年度以降も継続，又は開始した独創的研究課題の内容と成果 

設定した研究課題名 構成学部・センター 期 間 終了後の展開 

「災害弱者」のための地域安全

総合研究 
文化教育，経済，医，

理工 
平成 19～ 
20年度 

発展させた研究テーマにより科学研究費補助

金を獲得（課題番号：21653052）し，更に研究

発展。 

先端医療福祉システムの研究 医，理工，海洋エネル

ギー研究ｾﾝﾀｰ 
平成 19～ 
21年度 

平成 22 年度概算要求において，特別運営費交

付金プロジェクト分（44,955千円）として認め

られ，更に研究発展。 
「佐賀学」創成にむけた地域歴

史文化の総合的研究 
文化教育，経済，地域

学歴史文化研究ｾﾝﾀｰ 
平成 20～ 
22年度 

（継続中） 

佐賀県の立地環境特性を活用

した機能性農作物の開発に関

する研究 

文化教育，農，総合分

析実験ｾﾝﾀｰ，海浜台地

生物環境研究ｾﾝﾀｰ 

平成 20～ 
22年度 

（継続中） 

（出典：事務局資料：平成 21年度末現在） 
 
資料３－２ 重点研究プロジェクト等講演会の内容 
○ 講演会開催ポスター 
 

 

○ 研究プロジェクト関係 講演内容（例示） 

  
○ 各賞受賞者関係 講演内容 
①IL-27の二面的役割：Th1誘導と炎症性サイトカイン産生抑

制，②戦略的発想能力を持った唐津焼産業人材養成，③アレル

ギー疾患の病態機序の解明とその克服に向けての戦略の構築，

④障害者・高齢者のソーシャルワークに関する研究 
（左側出典：佐賀大学ウェブサイト（平成 21年９月），右側出典：講演会資料（平成 21年９月 26日）） 
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資料３－３ 平成 21年度学長経費による研究シーズの選定 
○ 競争的資金対策室において、国立大学法人佐賀大学における教育・研究推進のための競争的資金申請手続等に関

する申合せ（平成 20年８月４日制定）を踏まえた、文部科学省を含む各省庁が支援する研究資金への応募・獲得を

目指した研究活動への支援（研究シーズ支援経費）を行うために募集を行った結果、11件の事業について応募。 
○ 同競争的資金申請手続等に関する申合せの第４に基づき厳正な審査を行い、次のとおり配分額を決定。 

学部名 事  業  名 配分額（千円）

医学部 アトピー性皮膚炎に対する新規治療薬の開発 1,500  
理工学部 ナノ磁性体の負熱膨張機構の解明と新規デバイス開発 1,500  
経済学部 現代の貧困・社会的排除の考察と対策 1,000  

（出典：平成 21年８月５日 役員会資料） 
 

【著作権】資料３－４ 有明海総合研究プロジェクトの研究経緯と成果（報道内容） 

 
（出典：平成 22年３月 22日付け読売新聞， 

内容詳細：佐賀大学有明海総合研究プロジェクト ウェブサイト「５年間の成果の概要」 
（http://www.ariake.civil.saga-u.ac.jp/download/5years_seika.pdf）・平成 22年３月） 

 

資料３－５ これまでの成果を踏まえて今後の有明海研究を展開する新センターの設置 

 
（出典：平成 22年３月 19日教育研究評議会資料） 
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【一部「著作権」】資料３－６ 研究成果「周縁学」と刊行の報道内容 

 
 

（右側出典：平成 22年４月 10日付け佐賀新聞，なお本書の初版第１刷発行は平成 22年３月） 
 

資料４－１ ハノイ国家大学との協定締結（本学初の海外サテライト設置） 

（出典：本学広報誌「かちがらす 18号」平成 22年３月 10日発行） 
 

資料５－１ 国際パートナーシッププログラムの開催の様子（例示） 

  

中国の浙江大学建築工程学院で実

施した同プログラム（平成 21年９月）

では，当地の教員（本学で学位を修得）

と本学教員が教育研究指導や研究交

流・発表などを行った。 

（出典：事務局資料・平成 21年９月 28日） 
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資料５－２ 主な国際シンポジウムの開催実績 
低平地に関する国際シンポジウム 

（平成 20年９月，釜山） 

 
 

参加者数：海外約 100人， 
国内約 60人（本学参加者含む。） 

※ ２年ごとに開催，開催地は持ち回り 
平成 22年度は佐賀大学にて開催予定 

日韓沿岸島嶼問題シンポジウム 
（平成 22年２月，佐賀県唐津市） 

 
参加者数：海外５人，国内約 70人（本学参加者含

む。） 
 

（左側出典：ＡＴＣ－７ウェブサイト（http://www.atc-7.org/main.php），事務局資料・平成 21年度末現在） 
（右側出典：海浜台地生物環境研究センターウェブサイト，事務局資料・平成 21年度末現在） 

 

資料５－３ 海洋エネルギー研究センター（共同利用・共同研究拠点）における国際共同

研究・セミナー等の実績 
 

開催日 研究集会名称 概     要 参加人数 

H21.3.26 
2009 海洋エネルギーに関す

る国際セミナー 
セミナーでは、カナダ及び韓国での海洋温度差発電や海洋流

体エネルギー利用に関する現状についての講演を開催した。 
45 

H22.3.29 
海洋エネルギー利用に関す

る国際シンポジウム 2010 
シンポジウムでは、フランス及び日本をはじめ世界の海洋温

度差発電や波力発電についての講演を開催した。 
61 

 
年度 プロジェクトテーマ 概     要 

20 
くぼみ付き流路におけ

る流れの自律振動と幾

何パラメーターの関係 

中国・ 
大連理工 
大学 

幾何パラメーターが異なる五種類の両側くぼみ付き二次元チャンネル

において、圧力損失や局所の圧力や流れの可視化などの流体力学的特性

について研究を行っている。 

21 

くぼみ付き流路におけ

る流れの自律振動の特

徴及び主な影響因子に

ついての研究 

中国・ 
大連理工 
大学 

海洋温度差発電システムに使われるプレート式熱交換器の伝熱促進の基礎研究の

ため、各種形状を有する二次元チャンネルにおける流れ挙動及び伝熱に関する研究

を行っている。これらの研究から、自律振動（T-S 波）がすべての二次元チャンネ

ルに存在することもよく知られている。本研究では、幾何パラメーターが異なる連

続したくぼみ付き二次元チャンネルにおいて、新たに高流量のポンプを導入して、

高 Re 数域における自律振動への重要な影響要素を探している。そして、従来の２

段階振動測定に加えて、高Re数における３段階振動の測定も試みている。 
  

（出典：平成 20年度研究活動状況調査及び平成 21年度同調査・毎翌年度６月末に文部科学省に提出） 




